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表紙タイトル写真

ゲノム編集により雄花形成に関わる遺伝子を破壊したス

ギの苗です。特定網室において無花粉性の確認を行って

います。

令和2年度　林木育種成果発表会を開催
令和3年2月24日（水）、令和2年度林木育種

成果発表会を開催しました。今年度は新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止の観点からオンライ

ンでの開催としたところ、国、都道府県、民間

企業や研究所等から、約260名の方の申込みが
ありました（昨年度は東京開催で約120名参加）。
当日は、上所長の開会挨拶の後、宮崎大学農

学部の伊藤哲教授から、「低コスト再造林の現

実的課題と林木育種への期待」と題した特別講

演、また、広島県立総合技術研究所林業技術セ

ンター涌嶋智次長から、「コウヨウザン材の利用」

と題した特別報告をそれぞれいただきました。

特別講演の伊藤哲教授からは、育種と施業の

位置付け、低コスト造林のポイントとして何を

植えるか（系統）の重要性などについて、分かり

やすく説明していただきました。

また、特別報告の涌嶋智次長からは、コウヨ

ウザン製材品の性能、スギやヒノキと異なる特

徴などについて分かりやすく説明していただき

ました。

続いて、林木育種センター・森林バイオ研究

センター・育種場の研究者等から、次の7課題
について発表しました。

○令和2年度の品種開発

育種部　育種第一課　育種調査役　山野邉　太郎

○ スギにおける気候変動適応に向けた育種技術の開発

育種部　育種第二課　育種研究室　主任研究員

松下　通也

○花粉症対策のための技術開発研究と品種開発

育種部　育種第二課　育種研究室　主任研究員

坪村　美代子

○トドマツエリートツリーの開発と特定母樹の指定

北海道育種場　育種課　育種課長　加藤　一隆

○ 用土不要の新たなさし木発根技術「エアざし」の開発

九州育種場　育種課　育種研究室長　栗田　学

○コウヨウザン研究の今後の方向性

遺伝資源部長　生方　正俊

○国産薬用樹木カギカズラの生産技術の開発

森林バイオ研究センター　森林バイオ研究室長

小長谷　賢一

発表後の質疑応答では、コウヨウザンの系統

による強度の違いや花粉症の可能性、ヒノキで

のエアざしの可能性、カギカズラの採算性など

について質問があり、最近の林木育種の動向へ

の関心の高さが伝わってきました。

今日、林業の成長産業化、地球温暖化対策、

花粉発生源対策などの推進について、林木育種

に対する社会的ニーズが益々高まってきていま

す。今回の成果発表会を本年度の取組の一つの

区切りとして、参加いただいた皆様からの発表

に対するご意見、ご要望等も踏まえながら、次

のステップに向けてさらに研究開発を進めて行

く考えです。

（企画部　育種企画課　福田　友之）

（特別講演中の宮崎大学　伊藤教授）

（特別報告中の広島県林業技術センター　涌嶋次長）

（発表中の林木育種センター　生方遺伝資源部長）


